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『 昨日の最高は、今日の当たり前 』 

どこの国でも世界中で車にカ

ーナビが、搭載されるのが当た

り前になりましたが、GPSを利用

した純正カーナビと市販カーナ

ビの両方とも日本の企業が、

1990年に開発したものだという

ことをご存じでしょうか。子供

のころに鉄腕アトムの漫画に出

てきていた世界が現実になった

ように思っていたのですが、一

度そのようなシステムができあ

がると世界中の企業がその技術

を元に開発に取り組み、すぐに世界中で、そのシステムが当たり前になっていきました。そ

のおかけで、今ではどこの国でもカーナビが標準となってきています。 

仕事で米国の補習校に赴任したときに感じたことがありました。長い間そこで住んでいる

方々にとっては、何でもない普通のことが、私たちのように日本から来たばかりの者にとっ

ては、いちいち「そうなんだ、そういうことになっているのか」と異なった文化や習慣の違

いに驚く日々をしばらく続けていました。思ったように英語が通じなかったりするのは当た

り前でしたが、生活の基本的な手続きなど、どれをとっても毎日が特別なことをしているよ

うに感じていました。ところが、日々生じてくる疑問点を教会や近隣の日本人社会でお会い

する方々に尋ねると、いとも簡単に正解を教えてくださるわけです。英語で自由にコミュニ

ケーションをとり、仕事をすることができるのは当たり前、というよりも彼らにとっては、

それは大前提な訳で、言うまでもないこと。日常、平常、普通なことなのです。彼らも初め

て日本を離れてその国に来たときは、私たちと同じだったのかもしれませんが、一旦、そこ

を乗り越えるとそれは、その人にとっての日常となってしまうということなのだろうと思い

ました。 

さて、人が成長していくときには、コンフォートゾーンというものとの闘いが生じるとい

います。その人にとっての居心地の良い状態。それが、その人の今のコンフォートゾーンで

す。ところが、私たちが何か目標を達成しようとするときに、この居心地の良い状態から、

今の自分にとっては決して居心地が良くはない、もう一段上のコンフォートゾーンに引っ越

しをしなくてはならなくなるのです。しかし、しばらくの間は、居心地良くは感じない状態

であっても、取り組みを続けていく内に、その状態がその人にとっての新しいコンフォート

ゾーンに変化していくという経験をすることになります。その人にとってそれが当たり前へ

と変化するのです。一度乗れるようになった自転車は、乗れるのが当たり前なのです。 

成長するということは、その人にとっての昨日の最高を今日の当たり前とし、今日の特別

を明日の普通へと変化させていくことだと言えるように思います。 

「あなたのパンを水に浮かべて流すがよい。月日がたってから、それを見いだすだろう。」 

（旧約聖書 コヘレトの言葉 11 章 1 節） 
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